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国際交流、体育・スポーツ科学、研究デザイン、海外論文投稿、プレゼンテーション

つくばサマーインスティトゥート

2.0単位

1・2年次

筑波：春集中　鹿屋：前期集中

長谷川 悦示

筑波大学体育系と学術協定を結んでいる海外の大学と共同で企画する、英語を公用語とするプログラムである。体育・スポーツ
領域にかかわる大学生・大学院生、若手研究者を対象とし、日本の体育・スポーツ文化を理解し、体育・スポーツ教育、スポーツ
科学に関わる諸外国の現状と課題について情報を共有し、協力して国際的課題に取り組むグローバル人材として資質の向上を
図ることをねらいとする。

筑波大学開講

講義及び演習

出身国や研究領域の異なる大学院生からなる国際共同グループで授業をすすめる。各グループで国際的課題を取り上げて研
究課題として設定し、先行研究の概観、仮説設定、研究方法選定、研究成果の公表と還元について検討する。最終日には全体
でのプレゼンテーションを行う。

１）自国の体育・スポーツの現状と課題、自分の研究について他国の研究者や学生に伝えられること。
２）研究テーマの設定から論文投稿までのプロセスを理解すること。
３）自分の研究テーマと研究方法についてプレゼンテーションができること。
４）国際交流や共同研究の重要性を認識すること。

オフィスアワーは特に定めないが，事前に連絡してから訪問すること。

特になし

 授業計画

開催期間: 7 月 上旬の１週間
TSI は次の 5 つのプログラムからなる。①CoRP (Collaborative Research Planning)、②SPAC (Sport, Physical Activity and
Culture in Japan)、③LAB (Laboratory Workshop) 、④IDS (International Development through Sport) 、及び⑤QSPE (Quality
School Physical Education:JICA 研修員対象)。大学院受講生はこのうち①CoRPに参加する (条件を満たせば、②③④⑤の参加
を認める)。
1日目
第1回　午後 オープニングセレモニー、講師陣紹介、自己紹介、グループワーク自国紹介発表
2日目
第2回 午前 講義とコースワーク： Hot topicsを探す（講義）
第3回 午前 コモンレクチャー (CoRPプログラムトピック)
第4回 午後 講義とコースワーク：Hot topicsを探す（グループワーク）
第5回 午後 講義とコースワーク：Hot topicsを探す（発表）
3日目
第6回　午前  講義とコースワーク：関連文献をレビュー（講義）
第7回 午前 コモンレクチャー (SPACプログラムトピック)
第8回 午後 講義とコースワーク：関連文献をレビュー（グループワーク）
第9回 午後 講義とコースワーク：関連文献をレビュー（発表）
4日目
第10回　午前  講義とコースワーク：研究テーマを絞る（講義）
第11回 午前 コモンレクチャー (LABプログラムトピック)
第12回 午後 講義とコースワーク：研究テーマを絞る（グループワース）
5日目
第13回 午前  講義とコースワーク：研究デザインを考える（講義）
第14回 午前 コモンレクチャー (IDSプログラムトピック)
第15回 午後  講義とコースワーク：研究デザインを考える（グループワーク）
第16回 午後  講義とコースワーク：研究デザインを考える（発表）
6日目
第17回 午前  講義とコースワーク：プレゼンを準備する(講義)
第18回 午前  コモンレクチャー (QSPEプログラムトピック)
第19回 午後  講義とコースワーク：プレゼンを準備する（グループワーク）
7日目
第20回 午前  最終プレゼンテーション・表彰、クロージングセレモニー

受講希望者は、事前ガイダンスに必ず参加すること。海外の学生と積極的に交流を持ちたいと希望するもの。将来、海外への留
学を希望するもの。英語でのコミュニケーション能力が一定以上あるもの。

自国の体育・スポーツの現状と課題についての報告20%、研究方法論の授業の毎日の課題40%、最終日のプレゼンテーション
20%、大会終了後にレポートの提出20%。

毎回の講義・演習範囲を復習し、専門用語の意味などを確認すること。
論文抄読や研究計画発表の場合は、事前に関連する文献、資料等を読み、発表資料を準備しておくこと。

資料は HP(http://www.siit.jp/) からダウンロード。別に当日、配布する。
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１. 海外傷害保険に加入すること。
２. 所属専攻の海外渡航規定により実施すること。
３. 実施計画書、レポート、問い合わせ先：大学院共通科目事務室（ggec@un.tsukuba.ac.jp）
４. 受講受付は、随時行う。

 授業計画

自ら国際的な職業体験等の実習先を開拓し、実際に活動を行う。
海外活動に当たっては事前学習、実際の海外活動、事後学修の各段階において、指導教員や受け入れ
先と綿密な連絡・相談を行うこと。
安全確保のために。訪問地等の最新情報を把握しておくこと。

１、海外活動実施場所の開拓・計画策定
２、実施計画書の策定
３、渡航までの事前準備
４、海外活動
５、帰国後の活動内容まとめ、報告書作成

①評価方法：渡航前の実施計画書・渡航後の活動報告書に基づき評価する。
②割合：渡航前の実施計画書(50％)・渡航後の活動報告書(50％)
③評価基準：上記を100点満点に換算し、60点以上を合格とする。

１. 海外研究を実施するに十分な語学力の習得
２. 渡航先との連絡、受け入れ承認を証明する書類を添付すること（e-mailのコピーなど）。
野外調査などの場合は、指導教員による確認書（様式自由）を提出すること。

必要に応じて適宜紹介する。

海外研修、自己企画力、コミュニケーション能力、海外生活、インターンシップ

国際インターンシップ

0A00303

1.0単位

1年次

筑波：通年　鹿屋：通年

野村 港二 （コーディネーター）

学生自らが国際的な職業体験（海外の大学におけるPFF体験を含む）や海外の大学・研究機関で主催さ
れる各種トレーニングコースを開拓し参加することで、自身の能力涵養を図る科目である。海外における
受入先との調整、海外渡航の手続き、海外での職業体験、受入先でのコミュニケーション、海外生活経験
を通して、コミュニケーション能力、国際性、キャリアマネジメント能力の向上を実現する。学習成果をより
効果的なものとするため、海外において研究活動を行うだけでなく、実施計画書を基にした事前指導及
び帰国後の成果報告書の作成とフィードバックを受けることを必要とする。

筑波大学開講

その他

知の創成力・マネジメント能力・コミュニケーション能力・リーダーシップ力・国際性

国際的な職業体験等を行うことによりコミュニケーション能力、国際性を向上させること。

－ 26 －


